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研究成果の概要（和文）：ロシア・アヴァンギャルドの特徴のひとつは、芸術実践が科学理論と密接に関連して
いることである。具体的なモチーフのレベルでは、共産主義社会における「新しい人間」の創造が特に重要なも
のとして科学と芸術に共通して現れる。生理学・遺伝学その他の分野における科学の発展によって、アヴァンギ
ャルド芸術においてもこのモチーフに対する関心が高まった。イデオロギーと世界観のレベルでは、ユートピア
思想が科学と芸術の双方に見られる。記号論を援用してメタ・レベルで考察した場合、芸術と科学は世界を認識
する方法として相互補完的であり、一方の言語／概念を他方の言語／概念に「翻訳」することが非常に生産的な
成果を生むことがわかる。

研究成果の概要（英文）：One of the characteristic features of the avant-garde in Russia, especially 
in the post-revolutionary period, was the connection between artistic practices and scientific 
theories. The objective of this study was to elucidate forms and specifics of these relations. In 
the course of the research, connections at the level of motifs were shown, for example, the motif of
 creating a new man of the communist future. The interest of the avant-garde in this motif can be 
explained by developments in physiology, eugenics, and other sciences (cf. experiments for creating 
a human-ape hybrid conducted by zoologist Ilya Ivanov). Relations at the level of ideology and 
worldview were also investigated, in particular the utopianism, characteristic of the 
post-revolutionary art and science. Furthermore, the study analyzed the connections on the semiotic 
meta-level, which stem from the fact that both science and the arts are mutually complementary forms
 of cognitive activity.

研究分野： ロシア東欧文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ロシア・アヴァンギャルドの時代（1910～

1930 年代）は科学と芸術が互いに影響を及ぼ
し合い、共に発展していった時代だったとい
う意味で、認識論的・文化史的に見て例外的
であり、この時代に見られる科学と芸術の密
接な関連は、世界を認識する際の複雑な諸問
題に対処するための複合的モデルとみなす
ことができる。 
ところが、従来のアヴァンギャルド研究で

は、ロシア・アヴァンギャルドをこのような
観点からとらえることはほとんどなく、その
研究対象は芸術の分野に限定されていた。科
学の分野について言及されるときは、アヴァ
ンギャルド運動と現代科学（たとえば物理学
における相対性理論）がともに革新的な意味
を持ち、既成の規範を超えるものであるとい
う共通点を強調する場合にほぼ限られてい
た。このようなアヴァンギャルド運動と相対
性理論の比較は、比喩的なレベルでは正しい
が、芸術と科学の相互作用の具体的な内容に
関しては何も言っていないに等しい。 
ロシア・アヴァンギャルドの時代における

科学と芸術の相互作用という非常に興味深
いテーマがごく最近までまったくと言って
いいほど研究されてこなかったのは、もちろ
ん第一にこのテーマがアヴァンギャルド芸
術の理解とともに科学の発展に関する知識
も要する領域横断的なものだからという理
由による。が、さらに 1920 年代から 30 年代
にかけての芸術と科学の在り方がソ連の公
的なイデオロギーによって歪曲され、資料も
長らく入手不可能だったという理由も挙げ
られる。 
たとえば、著名な生理学者 A.ウフトムスキ

ー(1875-1942)の遺稿に当時の芸術家や文芸
批評家たちと共通する考え方が随所に見ら
れることや、生物学の実験や優生学（1920 年
代のソ連で非常にさかんだったが、30 年代に
は禁止された）が当時のアヴァンギャルド運
動で指導的な立場にあった多くの芸術家た
ちに大きな影響を与えていたという事実は、
近年になってようやく明らかになってきた
のである。これらの新たな知見はアヴァンギ
ャルド芸術の研究者たちの関心を呼び、2009
年にはベオグラード大学で「ロシア・アヴァ
ンギャルドと科学」というテーマで国際会議
が開催された。その成果はコルネリア・イー
チンによって『20 世紀の科学的コンセプトと
ロシア・アヴァンギャルド芸術』(2011)とい
う論集にまとめられているが、この画期的な
国際会議および論集は、ロシア・アヴァンギ
ャルド芸術と科学（天文学、数学、生物学、
生理学など）との関係にどれほど多くの興味
深い観点があるかということを示し、このテ
ーマの概観を示すものではあったが、個々の
観点についての具体的な研究はまだ端緒に
ついたばかりである。 

 
２．研究の目的 

 本研究はロシア・アヴァンギャルドの時代
（そのなかでも特に 1920～1930 年代）にお
ける科学と芸術の相互作用について、①具体
的なモチーフのレベル、②世界観と構造的特
徴のレベル、③メタ・レベルの 3 つのレベル
で明らかにすることを目的とするものだっ
た。科学の領域は生物学、生理学、遺伝学に
限定し、これらの領域のどのような理論・思
想がアヴァンギャルド芸術に影響を及ぼし
たか、どのような構造的特徴が当時の科学と
芸術に共通しているかについて考察した。そ
の際、政治的・イデオロギー的コンテクスト
を考慮に入れ、さらに、科学と芸術の両方の
分野に共通して重要な役割を果たしたいく
つかの概念についての「翻訳」可能性を探っ
た。 
 
３．研究の方法 
 ロシア・アヴァンギャルドの時代における
科学と芸術の相互作用というテーマは非常
に広範で多様なものであるため、効果的に研
究を遂行するためには焦点を絞る必要があ
る。そのため本研究では、対象を人間に直接
関係する科学の領域に限定した。すなわち、
生物学、生理学、遺伝学である。なぜなら、
これらの学問領域は芸術のもつ人文学的側
面に比較的近いところに位置しており、科学
と芸術との最も興味深い関連を見せている
からである。本研究では、以下の 3 つのレベ
ルでロシア・アヴァンギャルド時代の科学と
芸術の相互作用について明らかにすること
を試みた。 
 
（１）具体的なモチーフのレベル： 「新し
い人間」は当時最も重要な生物学的・優生学
的な研究テーマのひとつであると同時に、ア
ヴァンギャルド芸術で最もよく取り上げら
れたモチーフのひとつでもあった。優生学は
ロシア革命直後に国の支援を受けて非常に
ポピュラーになるが、それは共産主義におい
て「新しい人間」を生み出そうとする新政府
の方針に沿ったものだったからである。この
方針は今日ではユートピア的に聞こえるが、
当時は本気で考えられており、教育人民委員
ルナチャルスキーや保健人民委員セマシュ
コらがその推進者だった。具体的にさまざま
な実験が行われたが、動物学者イリヤ・イワ
ノフによって密かに人間とサルとの交配が
試みられさえしたということは、最近の調査
によって明らかにされたばかりである。科学
の分野におけるこのような展開はアヴァン
ギャルド芸術に多大な影響を与え、その痕跡
を残している。本研究では、当時の科学的成
果がアヴァンギャルド芸術の中でどのよう
に変換され、どのような美的形式をとったか
を明らかにすることを試みた。 
 
（２）世界観と構造的特徴のレベル： アヴ
ァンギャルド芸術には既成の美的規範を超
え、可能／不可能の境界を超えるという特徴



と、ユートピア的な美的コンセプトがあった。
他方、1930 年代のソ連で科学的規範に厳密に
は沿っていない科学的理論が成立したが、そ
れらもやはりユートピア的な特徴をもって
いた。最も有名な例として生物学者ルイセン
コを挙げることができるだろう。ルイセンコ
は遺伝を拒否し、環境の影響を絶対視した
（このころ遺伝学に基づいた優生学はすで
に禁止されていた）。このような似非科学は、
出自とは無関係に教育によって「新しい人
間」を育てようとする当時のイデオロギーに
沿ったものだったため、国によって支持され
た。生物学の分野においてはルイセンコの評
価はすでに定まっているが、アヴァンギャル
ド芸術においてルイセンコの理論のような
似非科学がもっていた意味については、その
世界観と構造的特徴が似通っているにもか
かわらず、まだ十分に研究されていない。こ
の点を明らかにすることも本研究の課題だ
った。 
 
（３）メタ・レベル： このレベルでの最も
興味深い事例のひとつは、ウフトムスキーの
提唱した生理学的概念「ドミナント」である。
ウフトムスキーによれば「ドミナント」とは、
脳髄中の持続的興奮の源であり、それは他の
すべての伝達信号を抑制・変形して、有機生
命体の行動を定めると考えられた。一方、ア
ヴァンギャルド芸術家たちの近くにいたロ
シア・フォルマリストたちは、芸術作品にお
いて主導的な機能を持ち、他の要素を従属さ
せるような要素のことを「ドミナント」と呼
んだ。本研究では、このようなコンセプトが
どのようにして科学と芸術／芸術理論の両
方の分野で展開されたのか、また科学の言語
と芸術の言語が翻訳可能なものなのかどう
かを明らかにすることを試みた。 
 
４．研究成果 
 本研究によって明らかになった点は次の
とおりである。 
 
（１）アヴァンギャルド芸術の分析に際して
は、次の３つの観点を考慮に入れる必要があ
る。①当時の客観的・科学的な認識、②当時
のソ連政府のユートピア的・イデオロギー的
な方針、③それぞれの芸術家の美的特徴、で
ある。芸術作品の分析にとってはもちろん美
的な観点が最も重要であるが、科学的・イデ
オロギー的背景を知らなければ、作品の美的
な価値を正しく認識することは不可能であ
る。 
 
（２）たとえば、ブルガーコフの『犬の心臓』
(1925)は、その文体やストーリー展開などの
観点から評価が高く、この時代に書かれた中 
編小説の傑作とされている。しかし、医師で
もあったブルガーコフが当時のソ連その他
のヨーロッパ諸国でさかんに行われていた
生物学的・医学的実験の成果（臓器移植、人

間と動物の交配など）をこの作品に盛り込ん
でいること、さらにブルガーコフが当時の共
産主義政府の「新しい人間」を作り出そうと
する努力をパロディー化していることを無
視した分析は十分とは言えない。 
 
（３）共産主義において「新しい人間」を生
み出そうとする政府の方針により、優生学や
遺伝学はイデオロギー的に非常に重要なも
のだった。そのため、政府はこれらのテーマ
が芸術作品の中でどのように扱われている
かを注視していた。1920 年代に芸術家たちは
しばしば優生学を作品のテーマとして取り
上げた。そのような作品には、『犬の心臓』
の他、トレチャコフの戯曲『赤ちゃんが欲し
い』(1926)などがある。 
 
（４）20 年代後半になると、政府の方針から
それまでのユートピア的傾向が消え、政府は
優生学と「新しい人間」を作り出そうとする
実験に対して否定的な態度をとるようにな
った。このような方針の変更により、『犬の
心臓』はいったん出版されながら間もなく発
禁処分になった。同様に、『赤ちゃんが欲し
い』も、上演が計画されながら実現には至ら
なかった。一方、学問の分野で優生学が禁止
されるのはそれから数年の後、1929 年のこと
である。つまり、ソ連政府のイデオロギー的
な傾向は芸術の分野に最も敏感に反映され
ていたと言える。 
 
（５）1920 年代のソ連の科学理論は「新しい
人間」と「新しい言語」を作り出すというユ
ートピア的な特徴を持っており、アヴァンギ
ャルド芸術もユートピア的美的コンセプト
を持っていた。この世界観の類似により、ア
ヴァンギャルド芸術と科学理論は相互に影
響を及ぼし合った。「新しい人間」を生み、
育てるというアヴァンギャルド芸術家の夢
と理想は、彼らのマニフェストの中でさまざ
まに言及されている。この思想が科学の分野
（特に優生学と遺伝学）に持ち込まれ、実践
された。逆に、「新しい人間」を生み出そう
とする科学的実験が芸術作品に影響を与え、
たとえばカメラーの生物学実験は映画化さ
れている。 
 
（６）マールの学術的であると同時に芸術的
でもある言語理論はマルクス主義的な理想
に叶っていたため、ソ連政府に支持された。 
 
（７）1920 年代の終わりから 1930 年代にか
けて、ソ連における政治情勢の変化に伴って
アヴァンギャルド芸術の活動が制限される
ようになり、自然科学分野の研究も政治に大
きく左右されるようになった。 
 
（８）科学と芸術は人間の認識の 2通りの在
り方を示している。科学と芸術はそれぞれ異
なる方法論を用いるが、社会の変革期におい



てはそれらの方法論が見直され、近似したも
のとなる。芸術は科学の成果を容易に取り入
れ、それを土台として美的な実践を行う。一
方科学は、芸術的構想を作業仮説として用い
ることができる。 
 
（９）ロシア革命前後の時代における科学と
芸術の相互的影響関係について考える際、政
治的な文脈を考慮に入れることも重要であ
る。芸術家、特にアヴァンギャルド芸術家は、
政治的なレベルで展開される新しい社会像
やユートピアに敏感に反応し、その政治路線
をサポートするような芸術的実践を行った。
一方科学者は、革命期の構造転換によって学
問上の抜本的なパラディグマ転換と制度改
革に導かれた。政治は芸術をプロパガンダに
利用し、イデオロギーを支えるものとして科
学を利用した。 
 
（10）科学と技術の境界があいまいになり、
いずれもユートピア的な特徴を帯びてイデ
オロギー的にも操作されるようになったこ
とによって生じたあらゆるデメリットにも
かかわらず、科学と芸術は互いに影響を及ぼ
し合うことによってより生産的になった。科
学と芸術のフュージョンによって認識論的
には非常に重要な新しい知見が生み出され
たからである。 
 
 本研究は、ロシア・アヴァンギャルド芸術
と科学（特に生物学、生理学、遺伝学）との
関係という、重要であるにもかかわらずまだ
あまり掘り下げられてこなかった研究領域
に大きく貢献するものである。 
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